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経緯

2009年末 「がん教育基金」

※中川恵一・東大病院准教授の助言

2010年 出前授業「ドクタービジット」（共催・朝日新聞）

DVD「がんちゃんの冒険」制作

（東日本大震災・・・予定した授業が中止に）

2011年10月 横浜雙葉高校で実施（最初）

～13年度 計16校（中学6 高校9 専門学校1）

（※朝日新聞の企画記事として紹介）

14年度 文科省・モデル事業を民間側からサポート

（6校）









13年度の1例

• 奈良県立大淀高校

• 1年生の1クラス

• 内容：がん全般

• 講義後にＧワーク

• 「自分たちの街から

• がんで苦しむ人を減らす」

• 夏休みの宿題

• 秋の文化祭で発表







いかに普及を図るか
• がん対策推進基本計画（2期）
がんの教育・普及啓発
「子どもに対するがん教育のあり方を検討し、

健康教育の中でがん教育を推進する」

従来の「ドクタービジット」：
１つの学校（学級） ⇒ 新聞で展開 一定の効果

↓
ただ「良かった、良かった」では発展しない

↓
疑問：「その授業」が、教員にどう映ったか？？

↓ （いずれ自分たちが教える立場に）
今年：見てもらって意見を聞こう⇔協会の活動に反映



学校の先生とディスカッション

◆神戸市教委・第11回教育フォーラム（2014年8月）

分科会の一つで「がん教育」（2時間枠）

アドバイザー：神戸大学病院の腫瘍内科医

（奈良の高校で出前授業の経験）

参加者：幼稚園教員３人、小学教員１９人

中学教員２３人、高校教員 ２人

市教育委１０人、保護者 １人 他６人

計 ６４人



感想（抜粋）
・クラスの子供の母親が乳がんと闘病中。どのようにがん教育を進めればい
いか悩む。小学校では、6年の保健学習を大切にし、がんだけでなく、どん
な病気やケガ、障害のある人を含めて周りの人を大切にする心を育み、お
互いに支え合う温かい社会を目指したい。
・正しい知識をしっかり私たちが学び、子どもたちに伝えていきたい。
・喫煙も20年ほど前は、授業内容や保護者への配慮が必要だった。今は予
防教育の必要性や公共の場での分煙などが進み、授業がやりやすくなっ
た。がん教育もこのような流れになって社会全体が変わればいいと思う。
・がん教育について、最近度々耳にしていましたが、どこか他人事のように考
えていた。子どもたちに伝えていく役割を担う人間として、多くの関係機関
が動いている今、教員ももっと主体的に考えていく必要があると感じた。
・現場ですぐに実践できそうなことをもっと学びたい。

・がんに関する教育の必要性は理解できたと思うが具体的なことはまだまだ
難しいと感じた。（誰がいつ、どのように、何を伝えていくのか）。
・がん教育が導入される時に、教員が指導しやすい内容と教材を準備してほ
しい。教職員への研修、がんに関する知識と指導方法例などしてほしい。



アンケート

2014年7月 島根県江津市の中学校で出前授業

（2年生93人）

「授業の初めと終わり、そして３（実際は４）カ月後」

大きく４項目

１）イメージ 5問

２）知識 10問

３）授業への期待度・満足度

４）行動

質問は、聖心女子大の植田誠治教授と検討

１）・２）は、3回のアンケートとも同一の内容

４）について、４カ月後では「行動変容」を尋ねる



アンケート結果（抜粋）
「どんなイメージを持っていますか」

・がんは身近な病気 ・がんは怖い病気

・がんになっても早く見つかれば多くの人が治る
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アンケート結果（抜粋）
「次の説明は正しいでしょうか」

・がんは日本人の死因の1位

・ほぼ2人に1人はがんを発症 ・たばこは周囲の人にも

発がんの危険を招く
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アンケート結果（4カ月後、抜粋）
「7月にがんの授業を受けた後のことを教えて下さい」
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どの学年で、どんな内容を？
４つの観点

• 「学んだことが大切だ、価値がある」

＝認識・知識 理解の深まり

• 「もっと知りたい。もっと学びたい」

＝関心・意欲の高まり

• 「自ら学べた、自分の考えにつながった」

＝主体的な学習

• 「友だちと一緒に学べた」

＝価値観の共有

※植田誠治・聖心女子大教授



日本対がん協会の新企画

★「がん教育支援プログラム」＝検討中

ＤＶＤ「がんって、なに？」「がんちゃんの冒険」

＝現在、作成・修正中

・教員向けの参考的なｐｐｔ・ガイドブック

・生徒向けのさまざまな小冊子 ｅｔｃ

小児がんの子ども、

親が闘病中・親をがんで亡くした子ども・・・・

多くの方々のご意見・ご支援で作成へ


